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ら
も

中
国
で
は
考
古
学
上
の
調
査
の
増
加
に
伴

っ
て
、
大
量
の

（古
代
の
）
木

・

竹
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
貴
重
な
学
術
資
料
と
な
っ
て
い
る
ば
か

り
か
、
全
人
類
の
文
化
史
上
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。

木

・
竹
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
環
境
に
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な

っ
た
状
態

（変
形

。
断
裂

・
折
り
重
な
り

・
炭
化
な
ど
）
に
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
早
急
か
つ
木

・
竹
簡
の
状
態
に
応
じ
た
保
存
処
理
が
必

要
と
さ
れ
る
。一

、
木

・
竹
簡
の
種
類

木

。
竹
筒
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
材
質
、
法
量
に
も
各
種
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。　
一
般
に
長
く
、
幅
広
く
、
厚

き
の
薄
い
も
の
ほ
ど
保
存
処
理
が
困
難
で
あ
る
。

二
、
木

・
竹
簡
の
破
損

の
原
因
の
分
析

原
因
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

１
　
木

・
竹
簡
の
材
質
自
体
に
よ
る
原
因
。
樹
種
ご
と
に
耐
久
性
は
異
な
り
、

樹
齢
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
ま
た
、　
一
本
の
木
材
の
部
位
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は

異
な
る
。
耐
久
性
と
は
、
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
原
因
が
生
み
出
す
破

壊
作
用
に
対
す
る
木
材
自
身
の
抵
抗
力
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
存
処
理
を

す
る
前
に
、
樹
種
の
鑑
定
を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
処
理
方
法
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

竹
材
の
耐
久
性
は
そ
の
樹
齢
と
伐
採
の
季
節
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
竹
材

と
木
材
は
相
違
点
も
多
い
が
、
と
も
に
セ
ル
ロ
ー
ス
、
木
質
部
、
半
セ
ル
ロ
ー

ス
な
ど
か
ら
な

っ
て
お
り
、
従

っ
て
処
理
方
法
も
基
本
的
に
類
似
す
る
。

２
　
木

・
竹
簡
が
埋
蔵
す
る
以
前
に
お
か
れ
て
い
た
状
況
、
使
用
状
況
に
基

づ
く
原
因
。
例
え
ば
木

・
竹
簡
の
中
に
は
、
使
用
時
や
副
葬
時
に
す
で
に
破
損
、

欠
損
し
た
も
の
も
あ
る
。

３
　
木

。
竹
衛
が

（土
、
水
中
に
）
埋
蔵
し
た
後
の
環
境
に
基
づ
く
原
因
。

主
と
し
て
地
質
学
的
条
件

（土
壌
が
酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
）
と
墓
の
状
況

（乾
湿
、
水
位
の
高
低
、
酸
素
量
、
湿
度
、
埋
蔵
時
間
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が

訳 胡
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バ
ク
テ
リ
ア
の
繁
殖
に
有
利
な
状
況
か
否
か
）
に
よ
る
。
と
く
に
乾
燥
状
態
と

高
湿
状
態
の
く
り
返
し
、
高
温
と
低
温
の
状
態
の
反
復
作
用
が
、
木
材
に
亀
裂

を
生
ず
る
主
原
因
で
あ
る
。
水
中
（海
水
よ
り
淡
水
の
方
の
保
存
が
良
い
）
に
ず

っ
と
つ
か
っ
て
い
る

（湖
北
、
湖
南
の
墓
な
ど
）
か
、
ず

っ
と
乾
燥
状
態

（新

彊
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
な
ど
）
に
あ
る
木

・
竹
簡
の
保
存
状
態
は
良
い
。
酸
素
と

バ
ク
テ
リ
ア
の
繁
殖
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
馬
王
堆
漢
墓
を
例
に
し
た
説
明
が

あ
る
。

４
　
発
掘
の
過
程
か
出
土
後
に
考
古
学
者
が
遺
物
を
取
り
上
げ
る
際
の
技
術

と
保
管
条
件
、
そ
れ
ら
の
経
験
と
に
基
づ
く
原
因
。

三
、
木

・
竹
筒
の
保
存
技
術

１
　
出
土
時
の
保
存
技
術

ａ
　
乾
燥
地
帯

（砂
漠
な
ど
）
で
発
見
さ
れ
た
場
合

表
面
の
上
を
取
り
除
い
た
後
、
太
陽
光
に
晒
さ
な
い
こ
と
。
も
し
、
東
に
な

っ
て
い
る
状
態
の
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
を
崩
さ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、

取
り
上
げ
時
に
破
損
さ
せ
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め
の
取
り
上
げ
方
法
は
ま
ず
木

。
竹
簡
の
両
端
の
砂
上
を
取
り
除
き
、
ガ
ー
ゼ
の
包
帯
な
ど
で
束
の
両
端
を
縛

っ
て
、
固
定
す
る
。
ま
た
、
下
面
の
砂
上
を
取
り
去
り
、
そ
こ
へ
板
を
挿
し
込

ん
で
、
東
ご
と
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
用
意
し
た
木
箱
の
中
に
入
れ
、
す
き

ま
に
は
ソ
フ
ト
海
綿
状
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（軟
泡
沫
塑
料
ま
た
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ォ

ル
ム
）
を
入
れ
、
蓋
を
し
て
持
ち
帰
る
。　
も
し
、
木

・
竹
簡
の
東
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
い
る
時
は
、
そ
の
状
況
を
作
図
し
て
、
番
号
を
付
け
、　
一
本

一
本
取

り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
を
箱
に
入
れ
る
時
は
、
海
綿
状
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
敷
き
、

木

。
竹
簡
の
間
に
も
こ
れ
を
入
れ
て
、
相
互
に
触
れ
て
傷
つ
け
合
わ
な
い
よ
う

に
す
る
。
運
搬
す
る
時
は
人
が
持
つ
の
が
良
い
。
ま
た
、
乗
り
物
の
速
度
は
落

す
な
ど
の
配
慮
が
必
要
。

ｂ
　
水
潰
け
で
発
見
さ
れ
た
場
合

束
を
な
し
て
い
れ
ば
、
水
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
不
必
要
な

水
を
小
型
ポ
ツ
プ
で
吸
い
取
り
、
水
面
上
に
木

・
竹
簡
を
露
出
さ
せ
る
。
こ
の

時
も
直
射
日
光
に
晒
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
束
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
板
な

ど
で
取
り
上
げ
る
の
が
良
い
。
も
し
、
竹
行
李
や
漆
塗
り
の
箱
の
中
に
木

・
竹

筒
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

一
緒
に
取
り
上
げ
る
。
馬
王
堆
漢
墓
が

そ
の
成
功
例
で
あ
る
。

室
内
に
持
ち
帰

っ
て
か
ら
も
、
湿
度
を
維
持
し
、
直
接
空
気
中
に
晒
さ
な
い

こ
と
。
ま
た
、
水
に
漬
け

っ
ぱ
な
し
だ
と
、
木

。
竹
街
が
ば
ら
け
る
の
で
、
板

の
上
に
置
い
て
、
木

・
竹
簡
の
上
に
ウ
手
ッ
ト
海
綿
状
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
、
濡

れ
布
を
か
け
、
次
に
上
に

一
枚
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
板

ご
と
二
重
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
、
内
部
の
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
。
し
か
し
、

板
は
木
製
で
は
な
く
、
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
が
カ
ビ
な
い
の
で
良
い
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
臨
時
の
措
置
で
あ
る
。

木

・
竹
簡
が
も
し
散
乱
し
た
り
、
破
損
し
た
状
態
で
出
上
し
た
場
合
、
あ
わ



て
ず
ま
ず
接
合

・
修
復
し
て
か
ら
洗
浄
す
る
こ
と
。
洗
浄
の
時
は
、
硬
毛
の
ブ

ラ
ン
は
使
用
し
な
い
。
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
木

・
竹
筒
を
の
せ
て
、
こ
れ
を
水
槽

の
中
で
斜
め
に
し
、
細
い
管
で
水
を
か
け
て
洗
う
。
ま
た
、
ゴ
ム
ま
り
、
吸
水

ポ
ン
プ
な
ど
で
水
を
か
け
て
も
よ
い
。
こ
う
し
て
泥
土
を
落
と
す
が
、
文
字
は

洗
い
落
と
き
ぬ
よ
う
に
す
る
。
木

。
竹
簡
は
脱
水
以
前
に
、
ガ
ラ
ス
板
に
換
む

か
、
水
を
入
れ
た
ガ
ラ
ス
の
試
験
管
の
中
に
密
封
し
て
変
更
す
る
。
試
験
管
の

口
は
ゴ
ム
栓
で
塞
ぐ
こ
と
。

ｃ
　
木

。
竹
筒
出
土
後
の
撮
影
と
注
意
事
項

処
理
済
み
木

・
竹
簡
の
文
字
が
不
鮮
明
な
場
合
、
赤
外
線
写
真
以
外
に
、
普

通
の
撮
影
方
法
で
も
撮
影
可
能
で
あ
る
。
噴
霧
器
で
木

・
竹
簡
に
サ
ッ
と
蒸
沼

水
を
吹
い
て
、
墨
跡
が
鮮
明
に
な
っ
た
時
に
撮
影
す
る
。

未
脱
水
の
木

・
竹
簡
は
、
文
字
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
五
％
の
シ
ュ

ウ
酸
溶
液
に
つ
け
、
木

・
竹
街
の
地
の
色
を
薄
く
し
、
墨
跡
を
明
瞭
に
す
る
。

こ
の
あ
と
、
蒸
沼
水
で
酸
を
洗
浄
し
、
水
中
で
撮
影
す
る
。
こ
の
時
、
木

・
竹

簡
が
水
中
で
浮
か
な
い
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
板
に
縛
り
つ
け
る
。
撮
影
は
ラ
イ
ト

の
熱
の
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
自
然
光
を
利
用
し
て
行
な
う
の
が
望
ま
し
い
。

２
　
木

・
竹
簡
の
室
内
で
の
保
存
技
術

ａ
　
乾
燥
保
存

乾
燥
地
帯
出
上
の
木
簡
の
含
水
率
は
約
二
五
―
四
〇
％
。
こ
れ
ら
の
保
存
に

際
し
て
は
、
変
形
防
止
の
た
め
湿
気
を
与
え
ず
、
乾
燥
状
態
を
保
持
す
る
。
最

も
良
い
の
は
、
ガ
ラ
ス
板
に
換
み
込
ん
で
ガ
ラ
ス
管
の
中
に
入
れ
、
真
空
に
す

る
か
、
惰
性
気
体
に
密
封
後
、
枠
に
入
れ
て
保
存
し
、
紫
外
線
防
止
を
す
る
。

ｂ
　
水
潰
け
木

・
竹
衛
の
脱
水
保
存

０
　
自
然
脱
水
法

】
例
え
ば
杉
の
場
合
、
含
水
率
五
〇
％
以
下
は
、
ガ
ラ
ス

の
板
の
間
に
換
ん
で
、
乾
燥
器
の
中
で
徐
々
に
自
然
脱
水
す
る
。

０
　
ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ
ー
テ
ル
含
浸
法

中
保
存
状
態
が
良
く
、
合
水
率
が
八

〇
％
以
下
の
時
、
こ
の
方
法
で
脱
水
す
る
の
が
良
い
。
木

。
竹
簡
よ
り
五
皿
幅

広
く
、
長
さ
の
適
当
な
ガ
ラ
ス
板
二
枚
で
木

。
竹
簡
を
換
み
込
み
、
両
端
と

一

〇
ぞ

一
五
硼
間
隔
で
木
簡
を
変
形
さ
せ
な
い
よ
う
な
強
さ
で
、
か
つ
溶
液
も
浸

み
込
み
易
い
よ
う
な
程
度
に
縛

っ
て
固
定
す
る
。
そ
し
て
、
陥
札
を
取
り
つ
け

る
。
そ
し
て
、
準
備
し
た
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
に
入
れ
る
。　
エ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
の
濃
度
は
三
〇
％
↓
五
〇
％
↓
七
〇
第
↓
無
水

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
と

順
次
増
加
す
る
や
り
方
で
含
浸
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
三
日
お
き
に
か
え
る
。

最
後
に
溶
液
の
比
重
が
新
し
い
無
水

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
の
比
重
に

一
致
す
る

ま
で
く
り
返
す
。
木

・
竹
簡
を
無
水

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
取
り
出
し
、

エ

チ
ル
ユ
ー
テ
ル
か
石
油

エ
ー
テ
ル
の
溶
液
に
つ
け
、
こ
れ
も
三
日
お
き
に
新
し

い
溶
液
と
と
り
か
え
る
。
溶
液
の
比
重
が
無
水

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
か
無
水
石
油

エ
ー
テ
ル
と
同

一
に
な
る
ま
で
く
り
か
え
す
。
こ
の
上
で
ガ
ラ
ス
板
に
換
ん
だ

木

・
竹
簡
を
取
り
出
し
、
通
風
の
良
い
棚
に
置
き
、

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
完
全

に
揮
発
さ
せ
る
。　
エ
ー
テ
ル
の
揮
発
速
度
に
は
早

・
遅
二
種
類
あ
る
。
保
存
の

良
好
な
木

。
竹
筒
で
は
真
空
快
速
揮
発
法
が
、
劣
悪
な
場
合
は
遅
い
揮
発
汝
が

用
い
ら
れ
る
。
安
定
し
た
環
境
下
で
は
、
自
然
揮
発
で
も
良
い
。
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ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ
ー
テ
ル
含
浸
法
の
基
本
原
理

中
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が
水

に
置
換
し
、

エ
チ
ル
ニ
ー
テ
ル
が
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
に
置
換
し
、

エ
チ
ル
エ

ー
テ
ル
は
自
然
に
揮
発
す
る
こ
と
に
基
づ
く
。
木

。
竹
簡
は
大
き
く
収
縮
し
た

り
変
形
し
た
り
し
な
い
。

①
　
ア
ル
コ
ー
ル
ー
ユ
ー
テ
ル
ー
マ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ム
含
浸
法

一
材
質
が
悪
く
、

腐
蝕
が
激
し
い
木

。
竹
簡
、
含
水
率
が

一
〇
〇
％
以
上
の
も
の
は
、
本
方
法
を

採
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
方
法
は
ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ
ー
テ
ル
法
と
途
中
ま
で
同

じ
だ
が
、　
エ
ー
テ
ル
は
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木

。
竹
簡
を
無
水
エ
チ
ル
ニ
ー
テ
ル
に
入
れ
た
後
、
こ
れ
ら
を
マ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ム

ー
エ
ナ
ル
エ
ー
テ
ル
の
溶
液
に
移
す
。
こ
の
濃
度
は
保
存
の
良
否
に
よ
っ
て
か

え
る
。
最
高
で
三
〇
を
四
〇
％
、
最
低
で
五
ｉ

一
〇
第
。
濃
度
が
高
い
ほ
ど
、

含
浸
の
時
間
は
短
か
く
、
二
四
時
間
以
内
に
す
る
。
時
間
が
来
た
ら
、
溶
液
か

ら
手
早
く
取
り
上
げ
、
ガ
ラ
ス
板
の
紐
を
切
断
し
て
、
木

・
竹
簡
を
取
り
出
し
、

き
れ
い
な
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
移
し
、
再
び
紐
で
固
定
す
る
。
も
し
、
木

・
竹
衛

の
上
に
樹
脂
が
残

っ
て
い
れ
ば
、　
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
で
洗
浄
す
る
。
こ
れ
ら
を

数

一
〇
秒
か
ら

一
分
以
内
に
完
了
さ
せ
る
。
そ
の
あ
と
木

。
竹
簡
は
通
風
の
良

い
棚
で
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
液
を
全
部
揮
発
さ
せ
る
。
木

・
竹
筒
内
に
残
る
マ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ム
の
樹
脂
が
強
化
作
用
を
も
つ
。
脱
水
後
の
木

・
竹
簡
は
、
淡
黄
色

を
呈
し
、
新
鮮
な
木

・
竹
材
の
質
感
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
文
字
も
鮮
明
と
な

る
。
こ
の
方
法
は
山
東
省
銀
雀
山
漢
墓
出
上
の
孫
子
兵
法
の
竹
簡
な
ど
に
採
用

さ
れ
、
満
足
の
い
く
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ
ー
テ
ル
ー
マ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ム
合
浸
法
の
原
理

中
マ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ム
は
一
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
と
エ
チ
ル
キ
ー
テ
ル
の
溶
剤
に
溶
け
る
と
い
う

可
逆
性
を
も
つ
。

ｃ
　
変
形
し
た
木

・
竹
街
の
整
形
と
断
裂
し
た
木

・
竹
簡
の
修
復
技
術

０
　
変
形
乾
燥
し
た
木
簡
の
整
形
技
術

中
す
で
に
変
形
し
た
乾
燥
木
簡
が
水

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
と
ど
お
り
の
形
に
な
る
例
は
あ
る
か
ら
、
決
し
て

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。
ま
た
、
保
存
処
理
未
経
験
の
調
査
員
に
よ
っ
て
あ
や
ま

っ
た
処
理
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、　
一
九
八
〇
年
青
海
省
孫
家

案

一
一
五
号
漢
墓
出
上
の
木
簡
の
場
合
が
そ
の
例
。
調
査
員
に
あ
や
ま
っ
て
塗

ら
れ
た
ワ
ニ
ス
を
ア
セ
ト
ン
で
落
と
し
た
後
、
水
の
中

へ
つ
け
る
。
木
簡
が
水

分
を
充
分
含
む
と
、
軟
化
現
象
が
始
ま
る
①
数
日

（三
ｉ
五
日
）
後
、
変
形
彎

曲
し
た
木
街
は
自
然
に
伸
び
る
。
軟
化
度
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
適
量
の

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
を
水
に
加
え
て
や
る
。
ガ
ラ
ス
板
に
軟
化
し
て
伸
び
た

木
筒
を
換
ん
で
固
定
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
ー
エ
ー
テ
ル
含
浸
法
で
脱
水
す
る
と
、

満
足
の
い
く
効
果
が
示
さ
れ
た
。

⑪
　
変
形
（
亀
裂
の
入
っ
た
水
分
を
含
む
木

。
竹
簡
の
整
形
技
術

一
脱
水
処

理
を
す
る
以
前
に
、
鸞
由

・
変
形

・
断
裂
を
調
整
し
て
や
る
こ
と
。
ガ
ラ
ス
板

に
換
む
過
程
で
、
ま
ず
ア
ル
ミ
箔
を
使

っ
て
調
整
す
る
。
ア
ル
ミ
箔
を
折

っ
て

木

。
竹
簡
と
同
じ
厚
さ
に
し
、
こ
れ
で
鸞
曲
し
た
木

。
竹
簡
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
、

亀
裂

・
断
裂
し
た
も
の
を
接
合
し
て
や
る
。
こ
う
し
て
お
い
て
や
る
と
、

マ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ム
溶
液
か
ら
取
り
出
し
て
、

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
を
揮
発
さ
せ
れ
ば
、



亀
裂
、
断
裂
箇
所
は
強
化
さ
れ
、
変
形
も
整
形
さ
れ
る
。

①
　
断
裂
木

・
竹
簡
の
修
復
技
術

中
断
裂
口
の
接
合
に
使
用
す
る
接
着
剤
と

し
て
最
も
簡
便
な
の
は
、
蜜
蟻

（四
〇
％
）
、

マ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ム

（三
〇
％
）
、

ダ
ン
マ
ー
ゴ
ム

（三
〇
％
）
の
三
種
を
混
合
し
た

″
三
合

一
鮫
〃
で
あ
る
。

ω
　
つ
ぶ
さ
れ
て
煎
鮮
状
に
な

っ
た
木

。
竹
簡
の
剣
離
技
術

中
一
九
七
七
年

に
安
徴
省
の
漢
墓
出
上
の
竹
簡
に
対
し
て
行
な

っ
た
成
功
例
で
説
明
す
る
。

ａ
　
水
洗
と
表
面
の
泥
落
と
し
。
木

・
竹
簡
の
間
の
重
な
り
状
態
の
観
察
。

ｂ
　
オ
ク
ナ
ル
コ
ハ
ク
酸
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
フ
ル
オ
ロ
ベ
ソ
ゼ
ソ

ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
表
面
活
性
剤
を
使
い
、
こ
の
中
で
加
熱
し
、

彫
刻
刀
で

一
枚

一
枚
剰
離
す
る
。
親
水
基
と
疎
水
基
を
も
つ
二
つ
の
活
性
剤
で
、

竹
簡
の
重
な
っ
た
面
に
湿
潤
乳
化
分
散
の
作
用
を
及
ば
し
、
油
脂
、
タ
ン
パ
ク

質
、
蟻
、
高
級
脂
肪
酸
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
を
溶
解
し
て
、
接
着
し
た
部
分
の
接

着
力
を
弱
め
る
。
彫
刻
刀
で
の
剣
離
作
業
は

一
定
の
熟
練
が
必
要
で
、
決
し
て

あ
せ
ら
な
い
こ
と
。
煎
舒
状
に
な

っ
た
り
し
て
な
か
な
か
剣
離
し
な
い
子
の
は
、

さ
ら
に
長
く
溶
液
中
で
煮
た
後
、
再
び
手
作
業
を
く
り
返
す
。
全
部
剣
離
で
き

た
ら
、
シ
ュ
ウ
酸
溶
液

（五
％
）
の
中
で
脱
色
、
酸
を
全
部
洗
浄
し
、
ガ
ラ
ス

板
の
上
に
固
定
し
て
、
蒸
溜
水
を
入
れ
た
ガ
ラ
ス
管
の
中
に
密
封
す
る
。

口
　
海
水
中
で
発
見
さ
れ
た
木

・
竹
簡
の
保
存
技
術

中
水
中
考
古
学
の
発
展

に
伴
い
、
沈
没
船
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増
加
。
例

中
福
建
省
泉
州
湾
発

見
の
宋
船
中
の
荷
札
。
ま
ず
必
要
な
の
が
、
脱
塩
処
理
で
あ
る
。
蒸
沼
水
に
木

簡
を
入
れ
て
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
に
加
熱
し
て
や
る
。
水
は
塩
分
が
な

く
な
る
ま
で
、
何
度
も
か
え
、
○

。
一
モ
ル
の
硝
酸
銀
を
滴
定
し
、
塩
化
物
イ

オ
ン
の
存
在
を

〃
塩
化
銀
反
応
〃
に
よ
っ
て
確
め
る
。
も
し
塩
分
を
除
去
し
な

い
と
、
木
簡
の
表
面
に
塩
の
結
晶
が
析
出
し
、
木
筒
の
耐
久
性
が
低
下
す
る
。

以
下
保
存
状
態
に
あ
わ
せ
て
、
脱
水
処
理
を
行
な
う
。

∝
　
灰
化
し
た
木

・
竹
簡
の
保
存
技
術

中
埋
蔵
時
間
が
長
く
て
威
化
す
る
場

合
と
盗
掘
時
に
放
火
さ
れ
て
炭
化
す
る
場
合
が
あ
る
。
例

【
一
九
八

一
年
河
北

省
定
県
四
〇
号
漢
墓
の
炭
化
竹
簡
。
文
字
の
撮
影
に
は
特
別
技
術
が
丞
要
で
あ

る
。

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
使
い
、
偏
光
照
明
の
下
で
、
絞

り
を
小
さ
く
、
シ
ャ
ッ
ケ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
長
く
し
て
撮
影
す
る
。
現
像
液
の
粒

子
が
細
か
い
ほ
ど
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
強
く
な
る
。
脱
水
、
脱
色
な
ど
は
問
題

な
い
こ
と
だ
が
、
強
化
と
接
着
の
問
題
が
あ
る
。
強
化
材
料
に
は
ポ
リ
酢
酸
ビ

ニ
ル
溶
液
か
ポ
リ
メ
タ
ク
リ
ル
酸
ブ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
使
う
。
接
着
剤
は

〃
三
合

一
餃
〃
を
使
う
の
が
よ
い
。

３
　
木

・
竹
簡
の
脱
水
と
保
存
処
理
中
の
注
意
点

ａ
　
断
裂
木
簡
の
破
損
部
位
を
切
り
そ
ろ
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

ｂ
　
処
理
技
術
を
修
得
し
て
い
な
い
者
は
、
み
だ
り
に
木

・
竹
簡
の
上
に
化

学
薬
品
を
塗
ら
な
い
。

ｃ
　
密
封
し
て
、
隔
離
す
る
よ
う
な
保
存
処
置
を
さ
け
る
。
有
機
ガ
ラ
ス
の

中
に
埋
め
込
む
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
第

一
研
究
に
と
っ
て
不
便
で
あ
る
。

ｄ
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
″
Ｐ
Ｅ
Ｇ
〃
で
脱
水
処
理
を
す
る
の
は
良

く
な
い
。
そ
れ
は
木

・
竹
簡
の
色
を
黒

っ
ぱ
く
し
、
文
字
が
不
鮮
明
に
な
る
か
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ら
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
は
吸
湿
率
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

ｅ
　
ミ
ョ
ウ
バ
ン
で
脱
水
処
理
す
る
の
も
良
く
な
い
。
ペ
ー
ハ
ー
が
高
く
腐

蝕
作
用
を
も
つ
。
ま
た
、
吸
湿
率
が
高
い
の
で
、
木

・
竹
簡
の
表
面
か
ら
析
出

現
象
が
お
こ
る
。

ｆ
　
ス
チ
レ
ン
や
ポ
リ
ツ
ア
ツ
、
メ
ナ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
樹
脂
な
ど
で
脱
水
処

理
す
る
の
は
よ
く
な
い
。
こ
れ
ら
に
は
可
逆
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

き
ち
ん
と
保
存
処
理
を
行
い
、
き
ち
ん
と
保
管
し
て
こ
そ
、
研
究
者
が
処
理

後
も
木

・
竹
簡
の
実
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
形
状
、
質
感
を
そ

こ
な
わ
な
い
こ
と
、
重
す
ぎ
な
い
こ
と
、　
一
定
の
強
度
を
も
つ
こ
と
、
文
字
も

鮮
明
で
あ
る
こ
と
。
強
化
剤
、
修
復
材
料
は
、
材
質
と
文
字
に
副
作
用
を
与
え

な
い
こ
と
、
ま
た
材
料
は
可
逆
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
将
来

よ
り
進
ん
だ
技
術
と
材
料
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
代
っ
て
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

胡
　
継
高

「
中
国
出
土
木

・
竹
簡
の
保
存
科
学
的
研
究
」
に

つ
い
て

中
国
で
は
考
古
学
上
の
発
掘
調
査
の
増
加
に
伴

っ
て
、
古
代
の
木

・
竹
簡
が

大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
広
大
な
中
国
で
は
地
域
に
よ
っ
て
木

・
竹

簡
の
出
土
状
況
も
異
な

っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
砂
漠
地
帯
な
ど
の
乾
燥
地
域

で
発
見
さ
れ
る
場
合
と
、
湿
潤
な
地
域
で
発
見
さ
れ
る
場
合
と
で
は
、
出
土
後

の
保
存
処
置
も
ま
っ
た
く
違

っ
た
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
論

文
は
、
特
に
た
い
へ
ん
湿
潤
な
状
況
で
出
上
し
た
木

・
竹
簡
の
保
存
処
理
に
対

し
て
具
体
的
な
例
を
挙
げ
、
実
際
に
保
存
処
理
を
行

っ
て
い
る
側
か
ら
の
細
か

い
注
意
を
与
え
て
い
る
。
木

・
竹
簡
の
発
掘
現
場
で
の
取
り
上
げ
の
段
階
か
ら

す
で
に
保
存
を
意
識
し
て
い
る
著
者
の
意
見
に
は
日
本
の
本
簡
関
係
者
も
耳
を

傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
。
も

っ
と
も
、
保
存
処
理
に
臨
む
態
度
は

日
本
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
手
法
に
は
若
千
の
相
違
が
み
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
中
国
で
の
木

。
竹
簡
の
保
存
処
理
の
現
状
を
知
る

上
で
貴
重
な
論
文
と
い
え
よ
う
。

な
お
原
文
の
日
本
語
抄
訳
を
、
佐
川
正
敏
氏
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
員
）

に
お
願
い
し
た
。

（村
上

隆

記
）


